
2 ～ 3　高齢者が地域で安心して暮らせるように／道路上の違法ブ
ロックは撤去を／就職氷河期世代などの就職を支援 など
4 ～ 5　特集 特殊詐欺対策
6 ～ 8　くらしのガイド、施設のイベント ◀広報紙がスマホで

読めます(10言語対応)

““もったいない！もったいない！””

ＳＳDGsDGs

　　私たちのちょっとした気付きが、
S
エスディージーズ

DGs達成に向けた行動につながりま
す。「もったいない」もその一つです。
問政策企画課(電504-2014、フ504-
2029)
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oals（持続可能な開発目標）」の略称
で、2015年に国連で採択された世界共
通の目標です。将来の世代が安心して
暮らすことのできる「誰一人取り残さ
ない」世界を目指して、17のゴール（目
標）が定められています。

「もったいないをつなぐ
ネットワーク」

　私たちの周囲には、まだ生かせるのに
活用できていない食品や物品、役に立ち
たいという思いはあっても活動につな
がっていない人材など、「もったいない」
ものや気持ちがたくさんあります。
　それらを「生かしたい」という思いを
持つ団体や企業が集まり、一昨年、市社
会福祉協議会を事務局に「もったいな
いをつなぐネットワーク」を立
ち上げました。

　現在参加しているひろしまNPOセ
ンターやセブン-イレブン・ジャパンな
ど7団体・2社は、定期的に会議をし、連
絡を取り合うなどして情報共有してい
ます。また、ネットワークを生かし、寄付
したり、事業所や市民などから寄付さ
れる食品や物品などを、有効活用でき
る団体や人に届けたりしています。

一人一人が「もったいない」に
目を向けること

　同ネットワーク事務局
の完田有希子さん（右写
真）は「“もったいない” に
気付いた一人一人が、寄
付したり、それらを受け取って個人や
地域活動で生かしたりすることがもっ
たいないをつなぐ活動です。まずは身
の回りに目を向け、できることから始め
ることが大切ではないでしょうか」と
話します。
　同ネットワークの取り組みは、SDGs
が掲げる「誰一人取り残さない」という
理念にもつながっています。
　寄付（賞味期限が1カ月以上ある食
品など）や活動希望のご相談は、事務局
の市社会福祉協議会（電236-6172、フ
264-6413）へお問い合わせください。

【写真の説明】①②③は寄付された食材など
を活用している団体。いずれも「笑顔を届け
たい」との思いでもったいないをつなぐ活動
に協力している　①必要な人などに届ける
フードバンク事業に取り組む「あいあいねっ
と」（安佐北区）　②高齢者宅などへの見守
り・配食活動「まごころ弁当」を行う地区社会
福祉協議会（佐伯区）　③生活応援品を提供
している東日本大震災避難者生活再建支援団
体「ひろしま避難者の会 アスチカ」（西区）

みんなで
できるね

その気付きがその気付きが
笑顔のもとに笑顔のもとに

❷

２０２４
令 和 6 年 NO. 1795

2/15

市役所あれこれ便利電話　おしえてコールひろしま
編集・発行:広島市広報課（〒730-8586 中区国泰寺町一丁目6-34 ☎082-504-2117、フ082-504-2067)●本紙内で市外局番のない電話番号は、全て市外局番(082)です

電082-504-0822、フ082-504-2121　年中無休8：00～21：00　(担当課へは各課直通番号で)

主な内容ひろしま広報

“もったいない！”

その気付きが
笑顔のもとに

活動を広める

同ネットワークが目指すイメージ
「もったいない」

に気付く

「もったいない」
を活用する

「もったいない」
をつなぐ

もったいない
食品・物・人など


